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Ⅳ　防災体制

自衛消防隊編成表（平日昼間） 令和6年3月31日現在

消　防　隊
◎事務局長
○病院総務課長

給　食　班

◆栄養管理部長

薬　品　班

◆副薬剤部長

警　戒　班

◆臨床検査部長

搬　出　班
◆放射線部長
◇リハビリテーション部長

救　護　班
◆医務局次長
◇地域医療連携室長

避難誘導班

◆看護部次長

消　火　班
◆施設担当主幹
◇医事課長

補助散水栓係
▼職員係長
▼算定係長

消 火 器 係
▼総務係長
▼医事係長

消防隊誘導係

▼経理係長

警　備　係

▼経営企画係長

通信連絡係

▼防災センター隊長

工　作　係

▼施設係長

連絡・警備班
◆経営企画課長
◇経理担当主幹
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◎：隊　長
○：副隊長
◆：班　長
◇：副班長
▼：　係

防災センター職員

その他事務職員

（経理係職員）

（医事係職員）総務係職員

（経営企画係職員）
（ ）

防災センター職員

（職員係職員）算定係職員

（施設係職員）中央監視室職員

（医　師）看護師

内・外・整の医師  3名
看護師　　　　　  6名
医療安全管理室職員
地域医療連携室職員

医療情報室職員

（ ）
放 射 線 部 職 員
リハビリテーション部職員

（臨床検査部職員）その他中央診療局職員

（薬 剤 部 職 員
用 度 係 職 員）

（ ）

物品管理室職員

（栄養管理部職員）

現場の確認、職員及び消防署
への通報、避難放送に当たる
各班間の連絡調整、本部指令
の伝達、関係官公署への連絡
にあたる

防火用水源の確保、周辺の障
害物の撤去、やじ馬の整理に
あたる

消防隊の誘導及び情報の提供
にあたる

各所属と協力して消火器によ
る初期消火並びに消防隊の援
助にあたる

各所属と協力して補助散水栓
による初期消火並びに消防隊
の援助にあたる

防火戸・防火シャッターの閉
鎖、消火活動を容易にするた
めの扉の開放、破壊等の各種
工作、電気・ガス・危険物の
安全確保にあたる

避難患者及び負傷者の治療にあたる

搬出物件の水損・盗難防止にあたる

重要書類、物件等の非常搬出にあたる

患者食の確保にあたる

薬品等の救護材料の救護場所への補給に
あたる

（注）1.　本編成表に記載のない職員等は、有事の際は初期消火及び避難誘導活動にあたること。
　　　2.　各病棟看護師長は、入院患者等の避難誘導（人員検索を含む）にあたっては、常に自己の管理する病棟
　　　　　の状況に即した誘導方法及び任務の分担を予め定めておくものとする。
　　　3.　各班は任務に基づく活動のほか、火災等の発生場所により次の活動を行うものとする。
　　　　　（ａ）出火階以下への連絡、消火班は出火階及び出火階以上の階の入院患者の救出救護及び避難誘導の
　　　　　　　　応援にあたること。
　　　　　（ｂ）出火階以下の避難誘導班は、上層階からの避難に支障とならないよう誘導すること。
　　　　　（ｃ）その他、防災の本旨に基づく活動を行うこと。

入院患者等の避難場所へ誘導及び担送にあたる

本部：防災センター

避難救護隊
◎医務局長
○ 医療安全管理室長
○看護部長

搬出警戒隊

◎中央診療局長

救護材料隊

◎薬剤部長
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自衛消防隊編成表（休日及び夜間） 令和6年3月31日現在

（注）1.　休日・夜間における自衛消防隊の隊長は「責任医師」とし、当務表に表示する。
　　　2.　防災センター職員は、有事の際は「別紙5」の非常呼出職員に連絡すること。
　　　3.　病棟看護師長は、入院患者等の避難誘導（人員検索を含む）にあたっては、常に自己の管理する病棟の状態
　　　　　に即した誘導方法及び任務の分担を予め定め、休日及び夜間勤務看護師に適切に指示しておくものとする。
　　　4.　各班は任務に基づく活動のほか、火災等の発生場所により次の活動を行うものとする。
　　　　　（ａ）出火階以下への連絡、消火班は出火階及び出火階以上の階の入院患者の救出救護及び避難誘導の応援
　　　　　　　　にあたること。
　　　　　（ｂ）出火階以下の避難誘導班は、上層階からの避難に支障とならないよう誘導すること。
　　　　　（ｃ）その他、防災の本旨に基づく活動を行うこと。
　　　※責任医師は、救急科の管理当務医師であり、内科医師及び外科医師とする。

現場の確認、消防署への通報、非常呼出者への
連絡、避難放送

各所属と協力して消火器及び補助散水栓による
初期消火並びに消防隊の援助にあたる

防火戸・防火シャッターの閉鎖、消火活動を容
易にするための扉の開放、破壊等の各種工作、
電気・ガス・危険物の安全措置
放射能汚染の被害が想定される場合の警戒区域
の認定及び消防隊への通報連絡にあたる

入院患者等の避難場所への誘導及び担送にあたる

避難患者及び負傷者の治療にあたる

薬品等の救護材料の救護場所への補給にあたる

本部：防災センター

隊

　
　
　長
（
責
任
医
師
）

通　報　連　絡　班
（防災センター職員　3名）

消　　　火　　　班
（防災センター職員　2名）
（看護師　　　　　　4名）

工　　　作　　　班
（中央監視室職員　2名）
（放射線部当務者　1名）

避　難　誘　導　班
（当務医師　　　2名）
（看護師　　　   12名）

救　　　護　　　班
（当務医師　　　2名）
（看護師　　　　4名）

救　護　材　料　班
（薬剤部当務者　　　1名）
（臨床検査部当務者　1名）




